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【
１
】
葬
儀
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
二
十
四
年
度
の
調
査
で
初
め
て
葬
儀
に
つ
い
て
の
設
問
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
よ
り
、
仏
教
界
は
葬
式
仏
教
と
揶
揄
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
他
は
と
も
か
く
葬
儀
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
で
は
葬

式
・
寺
・
墓
の
三
離
れ
と
言
わ
れ
、
葬
儀
さ
え
も
仏
教
・
寺
院
の
下
か
ら
も
ぎ
取
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
主
な
収

入
源
が
「
檀
家
布
施
収
入
」
と
八
一
、
六
％
の
寺
院
・
教
会
・
結
社
が
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
葬
儀
離
れ
は
今
後
の
寺
院

運
営
に
も
直
結
す
る
問
題
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危
機
が
喧
伝
さ
れ
る
中
、
全
国
の
日
蓮
宗
寺
院
・
教
会
・
結
社
の
葬
儀
の
現
状

を
把
握
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
地
域
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
今
後
取
り
入
れ
た
ほ
う
が
良
い
内
容
や
、
一
方
で
地
域
に
よ
っ
て
は
い
ず

れ
や
っ
て
く
る
葬
儀
簡
略
化
の
波
を
事
前
に
察
知
し
、
少
し
で
も
食
い
止
め
る
た
め
の
準
備
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
と
高
を
括
る
の
で
は
な
く
、
今
後
も
社
会
が
葬
式
を
仏
教
に
信
頼
し
て
任
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

一
人
一
人
が
真
剣
に
葬
儀
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
来
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
調
査
は
そ
の

た
め
の
一
助
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

宗
勢
調
査
に
み
る
日
蓮
宗
の
現
状
と
課
題

葬
儀
・
寺
庭
婦
人
を
中
心
に

灘
　
上
　
智
　
生



「教化学研究５」2014. 3 100

（
１
）
檀
家
数
と
葬
儀
の
回
数
と
の
関
係
に
つ
い
て

【Ｑ３とＱ16のクロス表】

Ｑ16. あなたの寺院では、年間何回程度、檀信徒の葬儀をしていますか。

　　
合 計 1回

未満
1～5
回

6～10
回

11～15
回

16～20
回

21～30
回

31～50
回

51～
100回

101～
200回

201回
以上 無回答

Ｑ
３
．
檀
家
数
別

全　体
3871 576 1333 743 437 221 226 86 26 5 1 217

100.0% 14.9% 34.4% 19.2% 11.3% 5.7% 5.8% 2.2% 0.7% 0.1% - 5.6%

な　し
180 136 11 1 - - - - - - - 32

100.0% 75.6% 6.1% 0.6% - - - - - - - 17.8%

1～10戸
265 183 56 5 1 - - - - - - 20

100.0% 69.1% 21.1% 1.9% 0.4% - - - - - - 7.5%

11～30戸
456 176 251 9 - - - - - - - 20

100.0% 38.6% 55.0% 2.0% - - - - - - - 4.4%

31～50戸
432 59 333 15 2 1 - - - - - 22

100.0% 13.7% 77.1% 3.5% 0.5% 0.2% - - - - - 5.1%

51～100戸
726 14 525 137 15 2 1 - - - - 32

100.0% 1.9% 72.3% 18.9% 2.1% 0.3% 0.1% - - - - 4.4%

101～150戸
501 2 130 298 39 8 2 - - - - 22

100.0% 0.4% 25.9% 59.5% 7.8% 1.6% 0.4% - - - - 4.4%

151～200戸
358 1 20 181 125 14 3 - - 2 - 12

100.0% 0.3% 5.6% 50.6% 34.9% 3.9% 0.8% - - 0.6% - 3.4%

201～300戸
409 - 1 80 199 83 26 4 - - - 16

100.0% - 0.2% 19.6% 48.7% 20.3% 6.4% 1.0% - - - 3.9%

301～400戸
244 - - 10 49 87 79 6 - - - 13

100.0% - - 4.1% 20.1% 35.7% 32.4% 2.5% - - - 5.3%

401～500戸
114 - - 2 3 18 71 15 1 - - 4

100.0% - - 1.8% 2.6% 15.8% 62.3% 13.2% 0.9% - - 3.5%

501～600戸
54 - - 2 2 3 27 16 - - - 4

100.0% - - 3.7% 3.7% 5.6% 50.0% 29.6% - - - 7.4%

601～700戸
29 - - - - - 11 14 - - - 4

100.0% - - - - - 37.9% 48.3% - - - 13.8%

701～800戸
25 - - - 1 2 4 16 1 - - 1

100.0% - - - 4.0% 8.0% 16.0% 64.0% 4.0% - - 4.0%

801～900戸
11 - - - - - 2 7 1 - - 1

100.0% - - - - - 18.2% 63.6% 9.1% - - 9.1%

901～1000戸
8 - - - - - - 3 5 - - -

100.0% - - - - - - 37.5% 62.5% - - -

1001戸以上
25 - - - - 1 - 4 16 3 1 -

100.0% - - - - 4.0% - 16.0% 64.0% 12.0% 4.0% -

無回答
34 5 6 3 1 2 - 1 2 - - 14

100.0% 14.7% 17.6% 8.8% 2.9% 5.9% - 2.9% 5.9% - - 41.2%
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寺
院
同
士
の
会
合
の
席
な
ど
で
、
年
間
葬
儀
の
件
数
は
檀
家
数
の
五
％
位
で
あ
る
と
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
寺
院

が
経
験
則
か
ら
割
り
出
し
た
数
値
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
調
査
の
檀
家
数
（
Ａ
票
Ｑ
３
の
結
果
）
と
葬
儀
の
回
数
（
Ａ
票
Ｑ
16
の
結

果
）
の
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
檀
家
数
と
葬
儀
の
回
数
の
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

計
算
方
法
は
、
葬
儀
回
数
の
中
央
値
（
一
～
五
回
で
あ
れ
ば
三
回
と
す
る
）
に
分
布
の
百
分
率
を
乗
じ
て
、
檀
家
数
ご
と
の
年
間
回
数

Ｘ
を
算
出
す
る
。
し
か
し
Ｘ
は
無
回
答
の
比
率
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
Ｘ
を
（
一
〇
〇

－

無
回
答
率
）
で
割
り
、
無
回
答
を
数
値

上
除
外
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
回
答
が
得
ら
れ
た
も
の
の
み
の
年
間
回
数
Ｙ
を
算
出
す
る
。
Ｙ
を
檀
家
数
の
中
央
値
（
一
～
十
戸
で

あ
れ
ば
五
、
五
戸
）
で
割
る
こ
と
に
よ
り
、
檀
家
数
に
対
す
る
葬
儀
の
件
数
の
比
率
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

Ｑ
３
で
檀
家
な
し
と
答
え
た
寺
院
の
六
、
七
％
は
葬
儀
が
あ
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
除
外
し
ま
し
た
。
ま
た
、
檀
家
数
千

件
以
上
の
寺
院
の
場
合
、
件
数
の
中
央
値
が
取
れ
な
い
た
め
、
計
算
し
て
い
ま
せ
ん
。
以
上
よ
り
、
檀
家
数
の
少
な
い
と
こ
ろ
は
数
値
に

ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、
檀
家
数
の
約
五
～
六
％
の
回
数
の
葬
儀
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
内
容
の
裏
付
け
が
取

れ
た
と
言
え
ま
す
。

（
２
）
葬
儀
に
つ
い
て

　

葬
儀
と
い
う
語
を
広
辞
苑
で
調
べ
ま
す
と
、「
死
者
を
ほ
う
む
る
儀
式
」
と
出
て
い
ま
す
。
ほ
う
む
る
（
葬
る
）
と
は
、
死
体
・
遺
骨

1～10戸：16.45％
11～30戸：9.23％
31～50戸：7.01％

51～100戸：5.59％
101～200戸：5.79％
201～300戸：5.70％
301～400戸：5.65％
401～500戸：5.81％
501～600戸：5.20％
601～700戸：5.21％
701～800戸：4.86％
801～900戸：4.82％

901～1000戸：6.56％
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を
墓
所
な
ど
に
お
さ
め
る
こ
と
で
す
の
で
、
葬
儀
と
は
、
通
夜
・
葬
儀
そ
し
て
埋
葬
に
至
る
物
理
的
、
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
の
総
体
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
葬
儀
は
、
地
元
の
風
習
や
慣
習
等
の
地
域
事
情
に
よ
り
内
容
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
一
概
に
こ
う
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
調
査
で
い
く
つ
か
の
葬
儀
の
内
容
に
関
し
て
実
践
し
て
い
る
か
否
か
を
問
う
た
わ
け
で
す
が
（
Ａ
票

Ｑ
18
）、
そ
の
結
果
を
教
区
ご
と
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
的
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

①
枕
経
に
つ
い
て

【枕経の教区別表】
Ｑ18.  あなたの寺院では、葬儀の際、次のことを実践

されていますか。
枕経

　
　 合　計

ほとん
ど行っ
ている

どちら
かとい
えば行
ってい
る

どちら
かとい
えば行
ってい
ない

ほとん
ど行っ
ていな
い

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 2754 317 209 326 265

100.0% 71.1% 8.2% 5.4% 8.4% 6.8%

京 浜
518 124 104 112 147 31

100.0% 23.9% 20.1% 21.6% 28.4% 6.0%

千 葉
496 289 80 46 59 22

100.0% 58.3% 16.1% 9.3% 11.9% 4.4%

北 関 東
169 54 24 26 51 14

100.0% 32.0% 14.2% 15.4% 30.2% 8.3%

山 静
593 510 18 7 14 44

100.0% 86.0% 3.0% 1.2% 2.4% 7.4%

中 部
256 216 6 3 5 26

100.0% 84.4% 2.3% 1.2% 2.0% 10.2%

北 陸
285 254 3 1 2 25

100.0% 89.1% 1.1% 0.4% 0.7% 8.8%

近 畿
468 409 29 2 3 25

100.0% 87.4% 6.2% 0.4% 0.6% 5.3%

中 四 国
351 272 19 9 27 24

100.0% 77.5% 5.4% 2.6% 7.7% 6.8%

九 州
332 285 17 1 6 23

100.0% 85.8% 5.1% 0.3% 1.8% 6.9%

東 北
226 183 17 2 9 15

100.0% 81.0% 7.5% 0.9% 4.0% 6.6%

北 海 道
177 158 - - 3 16

100.0% 89.3% - - 1.7% 9.0%
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枕
経
に
つ
い
て
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
行
な
っ
て
い
な
い
」
と
「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
な
い
」
の
合
計
を
見
ま
す
と
、
京
浜
教
区

は
五
〇
％
、
北
関
東
教
区
は
三
五
、
六
％
と
高
く
、
京
浜
・
北
関
東
で
は
枕
経
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
山

静
・
中
部
・
北
陸
・
近
畿
・
九
州
・
東
北
・
北
海
道
教
区
は
八
〇
～
九
〇
％
が
、
ほ
と
ん
ど
枕
経
を
行
な
っ
て
い
る
と
答
え
て
お
り
、
高

い
実
践
率
を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

枕
経
は
、
新
寂
霊
の
枕
元
で
営
む
読
経
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
遺
族
に
と
っ
て
は
突
然
の
家
族
の
死
で
動
転
し
て
い
る
気

持
ち
を
少
し
で
も
落
ち
着
か
せ
る
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
僧
侶
に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
に
執
り
行
わ
れ
る
通
夜
や
葬
儀
の
打
ち
合
わ

せ
も
で
き
ま
す
の
で
、
遺
族
の
満
足
の
い
く
葬
儀
の
た
め
に
も
実
践
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
檀
家
が
遠
く
に

住
ん
で
い
て
、
す
ぐ
に
伺
う
こ
と
の
で
き
な
い
と
い
っ
た
距
離
的
な
問
題
や
、
ご
遺
体
を
自
宅
に
帰
さ
ず
に
葬
儀
場
に
直
接
連
れ
て
行
っ

て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
枕
経
の
実
践
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
居
住
環
境
や
葬
儀
場
所
な
ど
の
変
化
に
よ

り
、
今
後
枕
経
が
減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
是
非
と
も
実
践
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
納
棺
へ
の
立
ち
会
い
に
つ
い
て

　

納
棺
へ
の
立
ち
会
い
を
「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
比
率
が
高
い
の
は
、
北
陸
六
六
、
七
％
・
東
北
五
四
、
九
％
・

山
静
五
三
、
三
％
の
教
区
で
あ
り
、
他
の
教
区
は
「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
る
比
率
が
四
〇
～
五
〇
％
と
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
納
棺
立
ち
会
い
を
す
る
地
域
と
し
な
い
地
域
が
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
地
域
事
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

従
来
、
納
棺
に
際
し
、
経
帷
子
を
着
せ
、
数
珠
を
左
手
首
に
か
け
て
手
を
胸
に
組
ま
せ
、
手
甲
・
脚
絆
・
足
袋
・
草
履
・
六
道
銭
を
入

れ
た
頭
陀
袋
・
杖
な
ど
を
身
に
持
た
せ
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
葬
儀
を
死
出
の
旅
立
ち
と
見
な
す
こ
と
で
、
そ
の
様
な
死
装
束

を
ま
と
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
近
年
で
は
減
少
傾
向
で
、
生
前
の
愛
用
の
服
な
ど
を
身
に
ま
と
う
場
合
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
納
棺
に
立
ち
会
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
葬
儀
社
主
導
で
納
棺
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
当
然
従
来
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の
死
装
束
で
は
な
く
、
故
人
の
好
き
だ
っ
た
服
で
と
な
る
の
も
当
然
の
傾
向
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【納棺への立ち会いの教区別表】
Ｑ18.  あなたの寺院では、葬儀の際、次のことを実践

されていますか。
納棺への立ち会い

　　
合　計

ほとん
ど行っ
ている

どちら
かとい
えば行
ってい
る

どちら
かとい
えば行
ってい
ない

ほとん
ど行っ
ていな
い

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 1169 271 528 1620 283

100.0% 30.2% 7.0% 13.6% 41.8% 7.3%

京 浜
518 68 47 105 266 32

100.0% 13.1% 9.1% 20.3% 51.4% 6.2%

千 葉
496 129 34 79 230 24

100.0% 26.0% 6.9% 15.9% 46.4% 4.8%

北 関 東
169 26 23 26 78 16

100.0% 15.4% 13.6% 15.4% 46.2% 9.5%

山 静
593 316 21 57 155 44

100.0% 53.3% 3.5% 9.6% 26.1% 7.4%

中 部
256 75 14 32 109 26

100.0% 29.3% 5.5% 12.5% 42.6% 10.2%

北 陸
285 190 9 15 47 24

100.0% 66.7% 3.2% 5.3% 16.5% 8.4%

近 畿
468 64 43 88 243 30

100.0% 13.7% 9.2% 18.8% 51.9% 6.4%

中 四 国
351 72 36 31 185 27

100.0% 20.5% 10.3% 8.8% 52.7% 7.7%

九 州
332 56 18 55 176 27

100.0% 16.9% 5.4% 16.6% 53.0% 8.1%

東 北
226 124 18 20 49 15

100.0% 54.9% 8.0% 8.8% 21.7% 6.6%

北 海 道
177 49 8 20 82 18

100.0% 27.7% 4.5% 11.3% 46.3% 10.2%
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③
通
夜
・
葬
儀
で
の
法
話
に
つ
い
て

　

全
体
で
は
「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行
っ
て
い
る
」
の
合
計
が
七
六
、
五
％
と
な
り
、
多
く
の
寺
院
が

通
夜
や
葬
儀
で
法
話
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
北
海
道
教
区
は
「
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
」
が
八
七
、
六
％
と
高
い
比
率

で
、
地
域
と
し
て
法
話
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
方
、
九
州
教
区
は
「
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
」
が
四
八
、
八
％
と
半
数

を
切
っ
て
お
り
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行
な
っ
て
い
な
い
」
と
「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
な
い
」
の
合
計
が
二
八
、
六
％
と
法
話
を
あ

ま
り
実
践
し
な
い
寺
院
が
三
割
近
く
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

【通夜・葬儀での法話の教区別表】
Ｑ18.  あなたの寺院では、葬儀の際、次のことを実践

されていますか。
通夜、葬儀での法話

合　計
ほとん
ど行っ
ている

どちら
かとい
えば行
ってい
る

どちら
かとい
えば行
ってい
ない

ほとん
ど行っ
ていな
い

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 2518 446 269 369 269

100.0% 65.0% 11.5% 6.9% 9.5% 6.9%

京 浜
518 332 63 41 51 31

100.0% 64.1% 12.2% 7.9% 9.8% 6.0%

千 葉
496 343 65 33 33 22

100.0% 69.2% 13.1% 6.7% 6.7% 4.4%

北 関 東
169 108 16 17 13 15

100.0% 63.9% 9.5% 10.1% 7.7% 8.9%

山 静
593 429 47 23 50 44

100.0% 72.3% 7.9% 3.9% 8.4% 7.4%

中 部
256 150 24 23 32 27

100.0% 58.6% 9.4% 9.0% 12.5% 10.5%

北 陸
285 182 27 26 26 24

100.0% 63.9% 9.5% 9.1% 9.1% 8.4%

近 畿
468 271 72 38 60 27

100.0% 57.9% 15.4% 8.1% 12.8% 5.8%

中 四 国
351 220 50 25 32 24

100.0% 62.7% 14.2% 7.1% 9.1% 6.8%

九 州
332 162 52 37 58 23

100.0% 48.8% 15.7% 11.1% 17.5% 6.9%

東 北
226 166 26 6 13 15

100.0% 73.5% 11.5% 2.7% 5.8% 6.6%

北 海 道
177 155 4 - 1 17

100.0% 87.6% 2.3% - 0.6% 9.6%
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通
夜
・
葬
儀
に
お
け
る
法
話
は
、
普
段
あ
ま
り
口
に
し
に
く
い
死
と
い
う
テ
ー
マ
を
中
心
に
教
え
を
説
く
こ
と
の
で
き
る
機
会
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
情
が
許
す
の
で
あ
れ
ば
実
践
す
る
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

④
通
夜
・
葬
儀
で
の
本
尊
奉
掲
に
つ
い
て

　

全
体
で
は
「
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行
っ
て
い
る
」
の
合
計
が
七
八
、
三
％
と
な
り
、
多
く
の
寺
院
は
通

夜
・
葬
儀
で
本
尊
を
奉
掲
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
」
の
比
率
が
高
か
っ
た
の
は
、
北
陸
八
四
、
六
％

【通夜・葬儀での本尊奉掲の教区別表】
Ｑ18.  あなたの寺院では、葬儀の際、次のことを実践

されていますか。
通夜、葬儀での本尊奉掲

合　計
ほとん
ど行っ
ている

どちら
かとい
えば行
ってい
る

どちら
かとい
えば行
ってい
ない

ほとん
ど行っ
ていな
い

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 2620 409 215 337 290

100.0% 67.7% 10.6% 5.6% 8.7% 7.5%

京 浜
518 277 104 35 70 32

100.0% 53.5% 20.1% 6.8% 13.5% 6.2%

千 葉
496 238 90 65 79 24

100.0% 48.0% 18.1% 13.1% 15.9% 4.8%

北 関 東
169 72 25 21 35 16

100.0% 42.6% 14.8% 12.4% 20.7% 9.5%

山 静
593 444 43 22 33 51

100.0% 74.9% 7.3% 3.7% 5.6% 8.6%

中 部
256 180 23 13 14 26

100.0% 70.3% 9.0% 5.1% 5.5% 10.2%

北 陸
285 241 10 5 5 24

100.0% 84.6% 3.5% 1.8% 1.8% 8.4%

近 畿
468 363 26 12 39 28

100.0% 77.6% 5.6% 2.6% 8.3% 6.0%

中 四 国
351 272 26 7 19 27

100.0% 77.5% 7.4% 2.0% 5.4% 7.7%

九 州
332 246 29 14 16 27

100.0% 74.1% 8.7% 4.2% 4.8% 8.1%

東 北
226 141 28 19 22 16

100.0% 62.4% 12.4% 8.4% 9.7% 7.1%

北 海 道
177 146 5 2 5 19

100.0% 82.5% 2.8% 1.1% 2.8% 10.7%
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と
北
海
道
八
二
、
五
％
で
し
た
。
一
方
、「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
比
率
の
高
か
っ
た
の
は
、
北
関
東
二
〇
、
七
％
、

千
葉
一
五
、
九
％
、
京
浜
一
三
、
五
％
で
し
た
。

　

通
夜
の
折
に
御
本
尊
を
持
っ
て
い
き
、
既
に
飾
り
付
の
終
わ
っ
た
祭
壇
に
後
か
ら
御
本
尊
を
奉
掲
す
る
の
は
難
し
い
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
携
帯
用
の
御
本
尊
な
ど
コ
ン
パ
ク
ト
で
場
所
を
と
ら
な
い
も
の
な
ど
を
奉
掲
す
る
な
ど
、
教
師
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
す
る
こ
と
に
よ

り
、
必
ず
御
本
尊
を
奉
掲
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
火
葬
場
へ
の
同
行
に
つ
い
て

　

全
体
で
は
「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行
っ
て
い
る
」
の
合
計
が
八
〇
、
二
％
と
な
り
、
多
く
の
寺
院
で

火
葬
場
へ
の
同
行
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
九
州
三
九
、
二
％
、
北
海
道
三
四
、
五
％
が
「
ほ
と
ん
ど
行
な
っ

て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
葬
儀
の
流
れ
の
中
で
、
葬
儀
の
前
に
火
葬
が
行
わ
れ
御
遺
骨
の
状
態
で
葬
儀
を
行
う
と
い
う

こ
と
が
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
再
調
査
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

火
葬
場
へ
の
同
行
は
、
地
域
に
よ
っ
て
時
間
は
異
な
り
ま
す
が
一
時
間
前
後
の
長
い
時
間
を
同
じ
部
屋
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
に
す
る
話
は
、
遺
族
に
と
っ
て
は
家
族
の
死
を
受
け
止
め
る
た
め
の
貴
重
な
会
話
に
な
り
ま
す
し
、
そ
の
時
間
は
私
た
ち
僧
侶
に

と
っ
て
遺
族
の
悲
嘆
に
寄
り
添
う
大
切
な
時
間
と
も
言
え
ま
す
。
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⑥
初
七
日
忌
法
要
に
つ
い
て

　

全
体
で
は
「
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行
っ
て
い
る
」
の
合
計
が
九
〇
％
と
な
り
、
多
く
の
寺
院
で
初
七
日

忌
法
要
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
い
つ
行
う
か
に
関
し
て
は
、
全
体
で
は
「
葬
儀
当
日
、
葬
儀
と
は
別
に
」（
繰
り
上
げ
の
初
七
日
）
が
五
六
、
八
％
、「
葬
儀
中
」

（
付
け
七
日
）
が
二
四
、
七
％
、「
葬
儀
と
は
別
の
日
取
り
で
」
が
一
七
、
二
％
と
な
り
、
本
来
の
初
七
日
忌
を
実
践
し
て
い
る
寺
院
が
一

【火葬場への同行の教区別表】
Ｑ18.  あなたの寺院では、葬儀の際、次のことを実践

されていますか。
火葬場への同行

合　計
ほとん
ど行っ
ている

どちら
かとい
えば行
ってい
る

どちら
かとい
えば行
ってい
ない

ほとん
ど行っ
ていな
い

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 2927 180 140 357 267

100.0% 75.6% 4.6% 3.6% 9.2% 6.9%

京 浜
518 402 62 7 17 30

100.0% 77.6% 12.0% 1.4% 3.3% 5.8%

千 葉
496 439 16 5 14 22

100.0% 88.5% 3.2% 1.0% 2.8% 4.4%

北 関 東
169 122 13 10 9 15

100.0% 72.2% 7.7% 5.9% 5.3% 8.9%

山 静
593 501 8 9 29 46

100.0% 84.5% 1.3% 1.5% 4.9% 7.8%

中 部
256 206 10 4 9 27

100.0% 80.5% 3.9% 1.6% 3.5% 10.5%

北 陸
285 182 15 19 45 24

100.0% 63.9% 5.3% 6.7% 15.8% 8.4%

近 畿
468 433 5 1 4 25

100.0% 92.5% 1.1% 0.2% 0.9% 5.3%

中 四 国
351 264 18 15 31 23

100.0% 75.2% 5.1% 4.3% 8.8% 6.6%

九 州
332 118 19 42 130 23

100.0% 35.5% 5.7% 12.7% 39.2% 6.9%

東 北
226 200 2 1 8 15

100.0% 88.5% 0.9% 0.4% 3.5% 6.6%

北 海 道
177 60 12 27 61 17

100.0% 33.9% 6.8% 15.3% 34.5% 9.6%
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番
低
い
比
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

葬
儀
中
に
行
う
比
率
が
高
い
の
が
千
葉
六
〇
％
、
北
関
東
五
四
、
七
％
で
し
た
。
式
場
の
都
合
で
、
火
葬
後
の
初
七
日
忌
が
行
え
な
い

こ
と
や
、
葬
儀
前
に
火
葬
す
る
た
め
葬
儀
に
引
き
続
い
て
行
う
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
再
調
査
が
必

要
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
葬
儀
と
は
別
の
日
に
初
七
日
忌
を
行
う
比
率
が
高
い
の
が
北
海
道
八
〇
、
五
％
、
九
州
五
〇
、
三
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
は
、
火
葬
場
へ
の
同
行
の
率
が
低
い
教
区
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
火
葬
場
へ
の
同
行
は
、
待
ち
時
間
が
遺
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

【初七日忌法要をいつ主に行っているかの教区別表】
Ｑ18.  それは主にいつ行っていますか。

該当数 葬儀中
葬儀当日、
葬儀とは
別に

葬儀とは
別の日取
りで

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
516 868 1996 606 46

100.0% 24.7% 56.8% 17.2% 1.3%

京 浜
473 171 288 12 2

100.0% 36.2% 60.9% 2.5% 0.4%

千 葉
462 277 166 17 2

100.0% 60.0% 35.9% 3.7% 0.4%

北 関 東
148 81 61 4 2

100.0% 54.7% 41.2% 2.7% 1.4%

山 静
531 145 338 41 7

100.0% 27.3% 63.7% 7.7% 1.3%

中 部
226 44 173 8 1

100.0% 19.5% 76.5% 3.5% 0.4%

北 陸
259 24 142 87 6

100.0% 9.3% 54.8% 33.6% 2.3%

近 畿
440 22 376 37 5

100.0% 5.0% 85.5% 8.4% 1.1%

中 四 国
315 40 216 57 2

100.0% 12.7% 68.6% 18.1% 0.6%

九 州
306 12 130 154 10

100.0% 3.9% 42.5% 50.3% 3.3%

東 北
197 43 89 61 4

100.0% 21.8% 45.2% 31.0% 2.0%

北 海 道
159 9 17 128 5

100.0% 5.7% 10.7% 80.5% 3.1%
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ン
の
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
す
が
、
同
行
し
な
い
場
合
、
初
七
日
忌
を
後
日
行
う
こ
と
で
、
遺
族
に
丁
寧
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑦
中
陰
忌
（
五
七
日
忌
や
七
七
日
忌
）
法
要
と
埋
葬
時
の
墓
前
経
に
つ
い
て

【中陰忌法要の教区別表】
Ｑ18.  あなたの寺院では、葬儀の際、次のことを実践

されていますか。
中陰忌（五七日忌や七七日忌）法要

合　計
ほとん
ど行っ
ている

どちら
かとい
えば行
ってい
る

どちら
かとい
えば行
ってい
ない

ほとん
ど行っ
ていな
い

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 3145 276 60 85 305

100.0% 81.2% 7.1% 1.5% 2.2% 7.9%

京 浜
518 417 38 10 17 36

100.0% 80.5% 7.3% 1.9% 3.3% 6.9%

千 葉
496 383 48 17 20 28

100.0% 77.2% 9.7% 3.4% 4.0% 5.6%

北 関 東
169 125 19 2 5 18

100.0% 74.0% 11.2% 1.2% 3.0% 10.7%

山 静
593 495 22 13 11 52

100.0% 83.5% 3.7% 2.2% 1.9% 8.8%

中 部
256 215 11 2 1 27

100.0% 84.0% 4.3% 0.8% 0.4% 10.5%

北 陸
285 243 11 4 2 25

100.0% 85.3% 3.9% 1.4% 0.7% 8.8%

近 畿
468 393 43 1 4 27

100.0% 84.0% 9.2% 0.2% 0.9% 5.8%

中 四 国
351 287 21 4 12 27

100.0% 81.8% 6.0% 1.1% 3.4% 7.7%

九 州
332 276 24 2 3 27

100.0% 83.1% 7.2% 0.6% 0.9% 8.1%

東 北
226 159 33 4 10 20

100.0% 70.4% 14.6% 1.8% 4.4% 8.8%

北 海 道
177 152 6 1 - 18

100.0% 85.9% 3.4% 0.6% - 10.2%
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中
陰
忌
法
要
と
埋
葬
時
の
墓
前
経
は
、
い
ず
れ
も
全
体
で
は
「
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行
っ
て
い
る
」
の

合
計
が
約
九
〇
％
と
な
り
、
多
く
の
寺
院
で
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

埋
葬
が
中
陰
忌
法
要
よ
り
前
に
行
わ
れ
る
か
、
後
に
行
わ
れ
る
か
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
中
陰
忌
法
要
と
埋
葬
時
の
墓
前

経
の
教
区
別
の
「
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
」
の
比
率
を
比
較
す
る
と
、
全
体
で
は
中
陰
忌
法
要
八
一
、
一
％
、
墓
前
経
八
五
、
五
％
と
な

っ
て
お
り
、
中
陰
忌
法
要
と
埋
葬
時
の
墓
前
経
は
高
い
比
率
で
両
方
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
千
葉
教
区
で
は

中
陰
忌
法
要
は
七
七
、
二
％
、
墓
前
経
は
九
一
、
五
％
、
東
北
教
区
で
も
中
陰
忌
法
要
七
〇
、
四
％
、
墓
前
経
八
一
、
〇
％
と
な
っ
て
お

【埋葬時の墓前経の教区別表】
Ｑ18.  あなたの寺院では、葬儀の際、次のことを実践

されていますか。
埋葬時の墓前経

合　計
ほとん
ど行っ
ている

どちら
かとい
えば行
ってい
る

どちら
かとい
えば行
ってい
ない

ほとん
ど行っ
ていな
い

無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 3308 163 29 62 309

100.0% 85.5% 4.2% 0.7% 1.6% 8.0%

京 浜
518 445 21 3 12 37

100.0% 85.9% 4.1% 0.6% 2.3% 7.1%

千 葉
496 454 14 1 2 25

100.0% 91.5% 2.8% 0.2% 0.4% 5.0%

北 関 東
169 131 8 4 8 18

100.0% 77.5% 4.7% 2.4% 4.7% 10.7%

山 静
593 526 7 4 6 50

100.0% 88.7% 1.2% 0.7% 1.0% 8.4%

中 部
256 205 15 2 4 30

100.0% 80.1% 5.9% 0.8% 1.6% 11.7%

北 陸
285 245 5 3 4 28

100.0% 86.0% 1.8% 1.1% 1.4% 9.8%

近 畿
468 400 27 3 8 30

100.0% 85.5% 5.8% 0.6% 1.7% 6.4%

中 四 国
351 309 9 - 5 28

100.0% 88.0% 2.6% - 1.4% 8.0%

九 州
332 263 32 5 6 26

100.0% 79.2% 9.6% 1.5% 1.8% 7.8%

東 北
226 183 15 3 6 19

100.0% 81.0% 6.6% 1.3% 2.7% 8.4%

北 海 道
177 147 10 1 1 18

100.0% 83.1% 5.6% 0.6% 0.6% 10.2%
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り
、
他
の
教
区
に
比
べ
て
中
陰
忌
法
要
と
埋
葬
時
の
墓
前
経
の
実
施
率
の
差
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
陰
忌
法
要
前

に
埋
葬
を
し
て
し
ま
い
、
中
陰
忌
法
要
を
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
葬
の
時
代
は
、
葬
儀
後
に
時
を
経
ず
し

て
墓
所
に
埋
葬
を
し
た
名
残
か
ら
、
火
葬
後
す
ぐ
に
墓
所
に
埋
葬
す
る
風
習
が
あ
る
地
域
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
再
度
の
調
査
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

⑧
遺
骨
の
埋
葬
場
所
に
つ
い
て

　

遺
骨
の
埋
葬
場
所
に
関
し
て
は
、
納
骨
堂
の
比
率
が
高
い
の
が
、
北
海
道
三
六
、
七
％
、
九
州
三
〇
、
一
％
で
す
。
他
は
寺
有
墓
地
か

共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
骨
堂
は
墓
地
に
比
べ
必
要
と
す
る
土
地
が
狭
く
て
済
む
利
点
が
あ
る
一
方
、
遺
骨
を
移
動
し
や
す

く
菩
提
寺
を
変
更
し
や
す
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

墓
離
れ
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
寺
有
墓
地
と
納
骨
堂
は
改
葬
・
無
縁
化
、
合
祀
・
共
同
墓
地
は
寺
離
れ
に
よ
る
檀
信
徒
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

次
回
の
調
査
で
は
、
い
つ
火
葬
す
る
か
（
通
夜
前
、
通
夜
後
葬
儀
前
、
葬
儀
後
、
そ
の
他
）、
い
つ
埋
葬
す
る
か
（
葬
儀
終
了
後
そ
の

日
の
内
に
、
四
九
日
を
目
処
に
、
特
に
決
め
て
い
な
い
、
そ
の
他
）、
月
経
の
有
無
を
設
問
す
る
と
、
よ
り
詳
し
く
実
情
が
把
握
で
き
る

と
思
い
ま
す
。



113 葬儀・寺庭婦人を中心に（灘上）

【遺骨の埋葬場所の教区別表】
Ｑ21.  あなたの寺院の檀徒は、遺骨をどこへ埋葬（埋蔵・収

骨）していますか。

合　計 寺 有
墓 地 合祀墓 納骨堂 共 同

墓 地 その他 無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3871 2239 35 237 868 215 277

100.0% 57.8% 0.9% 6.1% 22.4% 5.6% 7.2%

京 浜
518 387 5 10 56 24 36

100.0% 74.7% 1.0% 1.9% 10.8% 4.6% 6.9%

千 葉
496 314 3 2 139 14 24

100.0% 63.3% 0.6% 0.4% 28.0% 2.8% 4.8%

北 関 東
169 119 2 - 26 9 13

100.0% 70.4% 1.2% - 15.4% 5.3% 7.7%

山 静
593 462 - 7 63 19 42

100.0% 77.9% - 1.2% 10.6% 3.2% 7.1%

中 部
256 136 4 9 57 21 29

100.0% 53.1% 1.6% 3.5% 22.3% 8.2% 11.3%

北 陸
285 216 2 5 30 9 23

100.0% 75.8% 0.7% 1.8% 10.5% 3.2% 8.1%

近 畿
468 246 3 21 145 28 25

100.0% 52.6% 0.6% 4.5% 31.0% 6.0% 5.3%

中 四 国
351 124 4 15 129 53 26

100.0% 35.3% 1.1% 4.3% 36.8% 15.1% 7.4%

九 州
332 95 8 100 84 17 28

100.0% 28.6% 2.4% 30.1% 25.3% 5.1% 8.4%

東 北
226 120 3 3 71 13 16

100.0% 53.1% 1.3% 1.3% 31.4% 5.8% 7.1%

北 海 道
177 20 1 65 68 8 15

100.0% 11.3% 0.6% 36.7% 38.4% 4.5% 8.5%



「教化学研究５」2014. 3 114

【
２
】
寺
庭
婦
人
へ
の
調
査

　

寺
庭
婦
人
と
は
、
日
蓮
宗
宗
制
で
は
「
寺
院
、
教
会
、
結
社
に
住
職
、
担
任
、
教
導
と
同
居
す
る
親
族
で
、
本
宗
の
教
義
を
信
奉
し
、

寺
庭
婦
人
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
成
年
女
性
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
人
数
が
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、
宗
勢
調
査
に

お
い
て
も
総
数
の
何
％
の
寺
庭
婦
人
が
回
答
し
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
本
調
査
で
は
全
体
で
三
千
百
七
十
六
人
が
回
答
を
寄
せ

ま
し
た
。

（
１
）
寺
庭
婦
人
の
出
身
に
つ
い
て

　

過
去
の
調
査
か
ら
寺
庭
婦
人
の
出
身
に
つ
い
て
の
比
率
の
推
移
を
見
る
と
、
非
寺
院
出
身
者
の
比
率
は
平
成
八
年
が
七
六
、
二
％
、
平

成
十
六
年
が
七
五
、
五
％
、
平
成
二
十
四
年
が
七
三
、
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
約
七
五
％
が
寺
院
出
身
で
は
な
い
こ
と
に
変
化
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
四
人
に
三
人
が
非
寺
院
出
身
者
と
い
う
こ
と
は
、
寺
に
嫁
ぐ
こ
と
に
よ
り
寺
庭
婦
人
と
見
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
宗

制
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
宗
の
教
義
を
信
奉
で
き
る
よ
う
に
研
修
の
充
実
が
望
ま
れ
る
の
も
当
然
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
２
）
寺
庭
婦
人
会
と
研
修
に
つ
い
て

　

寺
庭
婦
人
の
研
修
の
場
と
い
え
ば
、
自
坊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
管
区
に
お
け
る
寺
庭
婦
人
会
と
な
り
ま
す
。
全
体
の
六
三
、
五
％
が

加
入
し
て
い
る
と
回
答
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
寺
庭
婦
人
会
に
加
入
の
比
率
が
低
い
の
が
、
京
浜
三
五
、
〇
％
、
近
畿
四
五
、
四
％
、

東
北
四
七
、
七
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
加
入
し
て
い
な
い
理
由
は
、
寺
庭
婦
人
会
が
な
い
た
め
が
三
四
、
三
％
、
忙
し
い
た
め
が
二
五
、

六
％
と
な
っ
て
お
り
、
寺
庭
婦
人
会
未
結
成
が
一
番
の
理
由
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
結
成
管
区
に
お
い
て
寺
庭
婦
人
会
結
成

が
望
ま
れ
ま
す
。
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研
修
会
・
会
合
・
行
事
等
へ
の
参
加
率
は
、
九
州
七
九
、
三
％
、
山
静
七
四
、
一
％
、
北
陸
七
三
％
、
中
部
六
八
、
六
％
、
中
四
国
六

二
、
一
％
の
教
区
が
高
く
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
研
修
不
参
加
の
理
由
は
、
忙
し
い
た
め
と
い
う
理
由
が
三

九
、
四
％
と
な
り
、
研
修
に
興
味
が
あ
っ
て
も
忙
し
く
て
参
加
で
き
な
い
寺
庭
婦
人
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
会
へ
の
参
加
希
望
の
比
率
が
高
い
教
区
は
、
北
陸
五
一
、
七
％
、
九
州
四
八
、
五
％
、
山
静
四
七
、
九
％
、
中
四
国
四
五
、

四
％
、
中
部
四
四
、
一
％
で
あ
り
、
こ
の
結
果
は
研
修
会
へ
の
参
加
率
の
高
い
教
区
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
寺
庭
婦
人
は
、
研
修
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る
と
い
う
当
た
り
前
の
結
果
で
す
が
、
注
目
す
べ
き
は
研
修
に

参
加
し
た
い
が
難
し
い
と
回
答
し
た
寺
庭
婦
人
は
全
体
の
二
九
、
六
％
で
、
研
修
に
参
加
し
た
い
が
忙
し
く
て
参
加
で
き
な
い
と
い
う
現

【寺庭婦人会への加入未加入の教区別表】
Ｑ７.  あなたは、宗務所管区の寺庭婦人に加入

していますか。

合　計 加入し
ている

加入し
ていな
い

わから
ない 無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3176 2017 785 215 159

100.0% 63.5% 24.7% 6.8% 5.0%

京 浜
454 159 199 72 24

100.0% 35.0% 43.8% 15.9% 5.3%

千 葉
368 252 76 12 28

100.0% 68.5% 20.7% 3.3% 7.6%

北 関 東
145 86 42 9 8

100.0% 59.3% 29.0% 6.2% 5.5%

山 静
486 385 70 17 14

100.0% 79.2% 14.4% 3.5% 2.9%

中 部
188 140 30 7 11

100.0% 74.5% 16.0% 3.7% 5.9%

北 陸
211 159 31 17 4

100.0% 75.4% 14.7% 8.1% 1.9%

近 畿
403 183 163 31 26

100.0% 45.4% 40.4% 7.7% 6.5%

中 四 国
269 186 53 12 18

100.0% 69.1% 19.7% 4.5% 6.7%

九 州
299 264 17 4 14

100.0% 88.3% 5.7% 1.3% 4.7%

東 北
199 95 75 23 6

100.0% 47.7% 37.7% 11.6% 3.0%

北 海 道
154 108 29 11 6

100.0% 70.1% 18.8% 7.1% 3.9%
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実
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
度
は
、
伝
道
部
に
よ
る
寺
庭
婦
人
・
寺
族
研
修
会
が
福
岡
・
北
海
道
・
岡
山
・
宗
務
院
の
四
ヶ
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
、
宗
務
院
に
て
年
一
回
寺
庭
婦
人
会
代
表
者
会
議
と
研
修
と
い
う
形
式
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
よ
り

多
く
の
寺
庭
婦
人
の
方
々
が
研
修
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
宗
勢
調
査
結
果
か
ら
分
か
り
ま
し
た
寺
庭
婦
人
か
ら
の
要
望
に
素
早
い

対
応
を
示
し
た
形
と
な
り
、
評
価
さ
れ
る
研
修
会
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【寺庭婦人研修会の参加率の教区別表】
Ｑ９.  あなたは、寺庭婦人に関する研究

会、会合、行事等に参加したこと
がありますか。

合　計 はい いいえ 無回答

教　

区　

名　

別

全 体
3176 1801 1209 166

100.0% 56.7% 38.1% 5.2%

京 浜
454 182 250 22

100.0% 40.1% 55.1% 4.8%

千 葉
368 177 163 28

100.0% 48.1% 44.3% 7.6%

北 関 東
145 60 76 9

100.0% 41.4% 52.4% 6.2%

山 静
486 360 106 20

100.0% 74.1% 21.8% 4.1%

中 部
188 129 48 11

100.0% 68.6% 25.5% 5.9%

北 陸
211 154 51 6

100.0% 73.0% 24.2% 2.8%

近 畿
403 191 185 27

100.0% 47.4% 45.9% 6.7%

中 四 国
269 167 86 16

100.0% 62.1% 32.0% 5.9%

九 州
299 237 48 14

100.0% 79.3% 16.1% 4.7%

東 北
199 78 115 6

100.0% 39.2% 57.8% 3.0%

北 海 道
154 66 81 7

100.0% 42.9% 52.6% 4.5%
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（
３
）
寺
庭
婦
人
の
悩
み
に
つ
い
て

　

現
在
の
悩
み
に
つ
い
て
三
つ
以
内
で
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
特
に
な
し
」
が
二
九
、
六
九

％
と
最
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
次
い
で

「
経
済
的
に
不
安
で
あ
る
」
二
六
、
六
五
％
、

「
自
分
の
時
間
が
持
て
な
い
」
二
四
、
〇
〇

％
で
、
こ
れ
ら
は
年
代
別
に
偏
り
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。「
後
継
者
問
題
」
一
八
、

八
三
％
は
年
代
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
比
率

が
増
加
し
、
自
分
た
ち
の
年
齢
が
高
く
な
る

と
、
次
世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
と
い
う
こ
と
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
「
檀
信
徒
か
ら
の
相
談
や
質
問

に
答
え
ら
れ
な
い
」
八
、
一
四
％
と
「
寺
庭

婦
人
と
し
て
特
別
な
目
で
見
ら
れ
る
」
六
、

二
二
％
の
比
率
は
年
代
が
高
く
な
る
に
つ
れ

て
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
経
験
を
積
む

こ
と
に
よ
り
そ
れ
ら
の
悩
み
は
解
消
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

【悩みの内容結果と年代別のデータとのクロス表】
Ｑ２ 年代 × Ｑ15 いまの悩みごと

後継者
問 題

檀信徒
からの
相談や
質問に
答えら
れない

人 間
関 係

経済的
に不安
である

自分の
時間が
持てな
い

結婚前
のイメ
ージと
かけ離
れてい
る

お寺の
行事の
意味が
よくわ
からな
い

寺庭婦
人とし
て特別
な目で
見られ
る

交際が
派手で
ある

自分の
信仰が
深めら
れない

その他 特 に
な し 総 計

20代
2 13 2 10 11 2 4 5 2 1 0 15 44

4.55% 29.55% 4.55% 22.73% 25.00% 4.55% 9.09% 11.36% 4.55% 2.27% 0.00% 34.09% 100.00%

30代
37 49 36 89 54 31 15 24 10 19 7 81 293

12.63% 16.72% 12.29% 30.38% 18.43% 10.58% 5.12% 8.19% 3.41% 6.48% 2.39% 27.65% 100.00%

40代
89 67 83 149 119 44 11 47 11 29 18 156 531

16.76% 12.62% 15.63% 28.06% 22.41% 8.29% 2.07% 8.85% 2.07% 5.46% 3.39% 29.38% 100.00%

50代
153 55 85 227 213 51 15 49 34 42 39 208 767

19.95% 7.17% 11.08% 29.60% 27.77% 6.65% 1.96% 6.39% 4.43% 5.48% 5.08% 27.12% 100.00%

60代
164 39 98 205 214 26 6 41 21 36 19 243 809

20.27% 4.82% 12.11% 25.34% 26.45% 3.21% 0.74% 5.07% 2.60% 4.45% 2.35% 30.04% 100.00%

70代
81 17 40 94 98 8 5 19 12 16 11 127 405

20.00% 4.20% 9.88% 23.21% 24.20% 1.98% 1.23% 4.69% 2.96% 3.95% 2.72% 31.36% 100.00%

70代
以上

43 6 15 31 16 2 2 3 4 4 13 67 172

25.00% 3.49% 8.72% 18.02% 9.30% 1.16% 1.16% 1.74% 2.33% 2.33% 7.56% 38.95% 100.00%

総計
569 246 359 805 725 164 58 188 94 147 107 897 3021

18.83% 8.14% 11.88% 26.65% 24.00% 5.43% 1.92% 6.22% 3.11% 4.87% 3.54% 29.69% 100.00%

※右辺総計はＱ５の単純集計をベースとしている。
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悩
み
に
関
し
て
寺
院
非
寺
院
出
身
別
で
見

て
み
る
と
、「
経
済
的
に
不
安
で
あ
る
」
は
、

寺
院
出
身
が
二
一
、
六
三
％
、
非
寺
院
出
身

が
二
八
、
一
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
的

に
は
寺
院
は
裕
福
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
世
間
で

は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
嫁
い
で
み
る
と
実
際

は
経
済
的
に
苦
し
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
「
結
婚
前
の
イ
メ
ー

ジ
と
か
け
離
れ
て
い
る
」
と
い
う
悩
み
は
、

寺
院
出
身
が
二
、
〇
七
％
、
非
寺
院
が
六
、

三
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
寺
院
出
身
の
場
合
、

育
っ
て
き
た
環
境
が
嫁
い
で
も
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

苦
し
む
こ
と
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【悩みの内容結果と寺院出身非出身のデータとのクロス表】
Ｑ５ 寺院・非寺院の出身 × Ｑ15 いまの悩みごと

後継者
問 題

檀信徒
からの
相談や
質問に
答えら
れない

人 間
関 係

経済的
に不安
である

自分の
時間が
持てな
い

結婚前
のイメ
ージと
かけ離
れてい
る

お寺の
行事の
意味が
よくわ
からな
い

寺庭婦
人とし
て特別
な目で
見られ
る

交際が
派手で
ある

自分の
信仰が
深めら
れない

その他 特 に
な し 総 計

寺院出身
137 46 80 146 177 14 8 34 17 32 30 223 675

20.30% 6.81% 11.85% 21.63% 26.22% 2.07% 1.19% 5.04% 2.52% 4.74% 4.44% 33.04% 100.00%

非寺院
出　身

430 200 279 660 549 150 50 154 77 115 78 674 2347

18.32% 8.52% 11.89% 28.12% 23.39% 6.39% 2.13% 6.56% 3.28% 4.90% 3.32% 28.72% 100.00%

総　計
567 246 359 806 726 164 58 188 94 147 108 897 3022

18.76% 8.14% 11.88% 26.67% 24.02% 5.43% 1.92% 6.22% 3.11% 4.86% 3.57% 29.68% 100.00%

※右辺総計はＱ５の単純集計をベースとしている。
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寺
庭
婦
人
が
宗
門
に
期
待
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　

二
十
代
は
、「
相
談
窓
口
の
充
実
」
が
他

の
年
代
に
比
べ
一
八
、
一
八
％
と
高
い
比
率

を
示
し
て
い
ま
す
。
寺
に
嫁
い
だ
ば
か
り
で
、

色
々
と
疑
問
に
思
っ
た
ら
そ
れ
を
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
窓
口
あ
れ
ば
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
六
十
代
は
寺
庭

婦
人
の
福
祉
共
済
の
充
実
が
三
四
、
九
八
％

と
高
い
比
率
を
示
し
て
お
り
、
大
半
が
国
民

年
金
の
た
め
、
経
済
的
な
不
安
の
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

寺
で
厚
生
年
金
や
独
自
で
年
金
型
の
保
険

に
入
っ
て
い
る
か
設
問
に
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
な
不
安
を
各
自
解
消
す
る
準
備

の
喚
起
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

【年代別の宗門に期待することの表】
Ｑ２ 年代 × Ｑ16 宗門に期待すること

寺庭婦人
会 の 強
化・拡充

寺庭夫人
を対象と
する各種
研修の充
実

寺庭婦人
用資料・
情報の充
実

寺庭婦人
の福祉共
済の充実

相談窓口
の充実 そ の 他 特になし 総 計

20代
2 9 12 6 8 1 21 44

4.55% 20.45% 27.27% 13.64% 18.18% 2.27% 47.73% 100.00%

30代
19 42 92 67 26 7 113 293

6.48% 14.33% 31.40% 22.87% 8.87% 2.39% 38.57% 100.00%

40代
24 73 146 129 31 12 233 531

4.52% 13.75% 27.50% 24.29% 5.84% 2.26% 43.88% 100.00%

50代
48 174 237 240 51 16 241 767

6.26% 22.69% 30.90% 31.29% 6.65% 2.09% 31.42% 100.00%

60代
59 175 228 283 40 13 241 809

7.29% 21.63% 28.18% 34.98% 4.94% 1.61% 29.79% 100.00%

70代
37 64 95 107 24 7 134 405

9.14% 15.80% 23.46% 26.42% 5.93% 1.73% 33.09% 100.00%

70代
以上

17 23 26 31 8 5 82 172
9.88% 13.37% 15.12% 18.02% 4.65% 2.91% 47.67% 100.00%

総計
206 560 836 863 188 61 1065 3021

6.82% 18.54% 27.67% 28.57% 6.22% 2.02% 35.25% 100.00%
※右辺総計はＱ２の単純集計をベースとしている。


